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′Jヽ 林 梨里子 (Soprano)

神奈川県大和市出身。高校 2年次 よ り

声楽 を始 める。

神奈川県立弥栄高校音楽科

東京音楽大学声楽科事業。

東京音楽大学声楽部会 による2023年度

声楽専攻卒業試験優秀者演奏会 ,ミ 出演。

現在 オペ ラを中心 に学 び さらな る技術 の

向上 を目指 してい る。昨年 9月 に大和市

文化創造拠点 シ リウスサ ブホール にて

ジ ョイン トリサ イタル を開催 す るな ど

大和市での活動 も積極的 に行 つている。

安 部 穂 乃 香 (Piano)

神奈川県立弥栄高校音 楽科 を卒業後

桐朋学園大学音楽学部 ピア ノ専攻 に進学 し

2024年 3月 に卒業。 これ まで数 多 くの
コンクールで入賞 を果た し、演奏会 にも多数

出演す るな ど幅広い活動 を展 開 してい る。

主 な受賞歴 にかながわ音楽 コンクール特選

ピテ ィナ・ ピア ノヨンペテ ィシ ヨン全 国決勝

大会 (ソ ロ・ 連弾部 門 奨励 賞 )

全国町田 ピア /コ ンクール第 3位
ヨー ロ ッパ国際 ピア ノヨンクール金賞 (連弾 )

厚木青少年音楽 ヨンクール厚木市教育長賞、洗足学園 ジュニア音楽
ヨンクール奨励 賞、 日本演奏家 ヨンクール第 3位 (ツ ロ 。連弾 )等
があ る。 また、綾瀬市教育委員会 よ リピア /コ ンクール入賞の功績

を讃 え られ表彰 を受 けてい る。 20■ 8年 にはハ ンガ リーにて著名な

ピアニ ス トであ るマテ ィアス・ キル シュネライ ト氏の レッスンを

受講 し、デ ィプロマ を取得。 国内外 での研鑽 を積み重ね、豊かな

表現力 と確 かな技術 を追求 している。大学在学中 に中学校・ 高等

学校教諭一種免許状 (音楽 )を取得。現在 は音楽教室で後進 の指導

に携 わるとともιミ、 ツロやア ンサ ンブル を中心 と した演奏活動 を

積極 的 に行 つてい る。 これ まで に ピア /を中山友美 ,三宅麻美

山崎紫乃 ,清 水和音 ,新井博 江室内楽 を石岡久乃 ,斎 木隆 各氏 に師事

J

声

か

謡
蓼沼 ゆ き(Pian。 )

3歳の頃か ら音楽の基礎 を学 び、

関西学院大学 ジャズ研 究会JAMに て

ジ ャズ と出会 う。
アロージャズオーケス トラの石田

ヒロキ氏、北野 タダオ氏 に師事。谷町

九丁 目の ライブハ ウス rSU B」 にて

ベーシス ト西 山満氏の もとでジャズについて多 くを学ぶ。

大学卒業後 、ベーシス ト山本学 リーダー作「 ね こt百 oJに
参加 しCDを リリース。

関西 を代表す る ミュージシャン、富 哲之 (Ts)石 川 潤二 (ds)
竹 田 ―彦 (gt)富岡 信 夫 (tp)、 田井中 福司 (ds)
横尾 畠二郎 (tp)、 弦牧潔 (ds)な どと共演 を重れ る。

現在関西 を中心 に活動 中。

庄 本 キ ョウヘ イ(Drums)
Instagram:@ky。 _newyork06■ 9

尼崎市生 まれ。 New York在住。
■3歳よ リ ドラム を始 め

20■ 2年 7月 よ りNew Yorkへ単 身渡米。

その際 に田井中福司氏 に師事。
■ヶ月間、New Yorkで過 ご し一旦帰 国

そ して 20■ 4年 3月 よ り再 びNewYorkへ。

語学学校 に通 いなが ら、 レッスンや色 々な

セ ッシ ョンに参加。 20■ 8年 永住権取得後
rCLeopatraつ s NeedLe」 で毎週火曜のセ ッシ ヨンホス トを

経験。 同セ ッシ ョンにて」ohnny O・ N eaL(P),Champian
FLuton(P,Vo),Eric Lewis(P),Ben Paterson(P)等 ワール ド

クラスの ミュー ジシャンと共演。

その他 にも、故」unior Mance(P)の レギ ュラーベーシス ト

Hide Tanaka(Ba)、  Buddy REch Bヽ g Bandメ ンバ ーの

Chris Bacas(Ts)を :よ じめ、 Marc Devine(P), MichaeL
Kanan(P),Steve Ash(P),Chris Johansen(Ts)Nick
Hempton(Ts)等 、NYで も トップクラスの ミュー ジシヤン等 と

共演す る等、現地の ミュー ジシャン達か らもSwingす る ドラマー

と して高評価 を得 てい る。

山本 学 (bass)
https://bassLine.exbLog.jp

■983年生 まれ、神戸育 ち大阪在住。

関西大学 にて」azz研 究会 に入 り演奏 を

始 め る。 ウ ッ ドベースを井上幸祐 に師事。

また谷町 9丁 目のSUBで、ベーシス ト

西 山満の下で音楽 を学ぶ。大学在籍 中か ら

さまざまな ミュージシャ ンとセ ッシ ョンや

ライプを重ね、卒業後 は関西各地 で演奏

活動 をお こな つてい る。

近年では竹 田一彦 (Gt)藤井 貞泰 (Pf)富岡 倍 夫 (Tp)な ど

関西の重鎮 ミュージシャンと共演 し、横尾 昌二郎 (Tp)
杉 山 悟 史 (Pf)武藤 港司 (Ts)橋本 現輝 (Dr)ら と同年代 で

結成 さオιた 「The Seisyun Band」 で活躍。 また 自身が

リーダー を務め長年 New Yorkで活躍す る ドラマー

田井中福 司 を迎 えライプを企画す るな ど幅広い年代 と

ジャズライプを行 なつてい る。 20■ 6年 4月 に リー ダー

アルバム rね こtrio」 を リリース。他 多数 レヨーデ ィングに

参加。 ダ イナ ミックかつエ ネルギー溢れ るプ レイで今注 目を

集めてい る、多忙極め るベースプ レイヤーであ る。

同年 ,こ はDenia Ridley(Vo).Marc Devine(P)
Mark NeLms(Ba)ら と共 にテキサ スヘの ツアーに参加 、地元 の

ジャズクラブ「 Parker Jazz CLub」 に出演。

地元 オーデ ィエ ンスか ら大好 評 を博 す。

2020寄ユコロナのパ ンデ ミック頃か ら精力的 |こ

rChrヽ s Johansen Trヽ o」 の一員 と して毎 日の よ うにス トリー ト

で演奏 し、 その様子 が現地 の雑誌記者の 日に とま り
rNewYork Magazヽ ne」 や 「 REAR ESTATE WEEKLYS」 ιミ

掲載 され る。 またNY発の人気 アパ レル ブラン ド rKITH」 と
rNewYork Yankees」 の コラボ商品のモデル |こ 選 出 され
rKITH」 の公式 アカウン トに自身の写真が掲載 され る。

202■ 年 頃 よ り、 自身 の演 奏 表 現 の幅 を さ らに広 げ る為 、 Chet
Baker(Tp),Woody Herman(CL),Horace SiLver(Pf)と の

共 演 で知 られ る Jeff Brヽ ととヽnger(Dr)に 台市事 。

帰 国 の際 は毎 年 恒例 にな りつ つ あ る「 アル カ イ ックホー ル・

玉翔 の間」 での コ ンサ ー トをは じめ 、音 楽 と トー ク を織 り交 ぜ た

イベ ン トや子供 達 に向 けた ドラム体 験 イベ ン ト等 、 色 々な イベ ン ト

を企 画 し各方 面 か ら好 評 を得 て い る。

また、関西 圏 の ラジ オ出演 や産 経 新 聞 に 自勇 の事 が掲 載 され る等

日本 で もJazzを も つ と普 及 させ る為 、精 力 的 に活 動 して い る。

来無s穏来年の岡鱈 に向 8ケ て
私遇のスぷンサ中になって 《れる方も犬雰築 してお ります ♂

募―ル議で ご連絡 《だ藩い ♪♪


